
川口RCはじめてのオンライン例会です　
ここ２～３週間でコロナが急増しています。8月の例会をどのようにす
るか先週の木曜日に急遽、副会長さん達と戦略計画委員会で話しま
した。川口RCは普通に例会を開催すると平均50人位の方たちが出
席します。今のコロナ状況からすると蜜になってしまいます。これを20
～30人ほどの例会場出席にしたいと存じます。なので、方法は、会員
さんを2つのグループに分けます　　
第1グループは管理運営部門委員の方達、第2グループは奉仕プロ
ジェクト部門委員の方達というように分けます。　　
半数30人位の会員さんが例会場に出席、あとの半分の方たちはその
例会にオンラインで参加していただく方法を取ります。　
例えば、8月6日アスターで例会開催する時、1グループはアスターに
参加、2グループは自宅・会社でアスターの例会を「オンライン参加」
するとなります。
その次の8月20日の例会はリリア中・大会議室2つを使い開催する。　
この時は第2グループが例会場参加、第1グループが自宅・会社でオンライン参加です。
このように通常例会（リアル例会）とオンライン例会の組合せで開催するのを「ハイブリッド例会」といいます。　2016年規定審議会
で、すべてのクラブがどの例会方法も選ぶことが出来ると決まりました。地区でもこの例会をコロナ対策として推奨しています。　
例会3回目、8月27日は今日と同じ、オンラインだけの例会です8月は、合計3回例会をこの内容で開催したいと存じます。　
ご協力をよろしくお願いします。このような時です、体調管理をして頂き、無理をなさらず出席判断をお願いします。
　2020年7月19日（日）13:00～14:30に地区管理運営部門セミナーにズーム参加しました。Zoomセミナーは約180名参加でした。

「自分がしゃべらないときは音を消してミュートにする事、参加時に自分のクラブ名、氏名を入れる事」の基本方法が守られていて、
管理者が出欠がとりやすい状態でスムーズに進行できていました。
★セミナー内容については
＊クラブ活性化・戦略計画部門で強調された事項については、川口RCはもうすでに行動している事です。他のクラブの現状など改
めて認識することができました。
・クラブビジョン　クラブ戦略計画　作成と例会場への掲載　
・マイロータリーは、登録から利用へと進める
・IT委員任命　
・ロータリー賞チャレンジ　25中13のクリアで受賞　
＊RLI運営委員会セミナー　
RLIに参加する事で「ロータリーを知り」理解し「共に手を取り」「目標を持ち行動する」。そして、クラブの活性化に繋げることが出来
ます。川口RCのクラブビジョンと同じです。RLI参加は、これに取り組むきっかけ（機会）ですから、ぜひ皆様の参加を進めます。
★全体を見ますと
この部門セミナーは、地区会議の特徴ですが、挨拶する方達の時間が長い気がします。PPを併用する事や、前に撮った映像を組み
込む等セミナー内容がより効果的に伝えられていました。オンライン例会に共通しますが「見せ方の工夫」が大事だと思います。
　今日の卓話は済生会　佐藤院長です。コロナの話をしていただきます。　コロナについての現状や対策など大変興味深い内容
になるでしょう。尚、この放送はFMコミュニティ川口から、是非、大勢の川口市民の皆さまにも聞かせたいという申し出を受けまして
音を取り後日放送されます。放送日が決まりましたらお知らせします。

１）健康状態：
今月も特に風邪などは引かず体の状態は万全でした。ですがなぜか心が安定しないことが多く学校のストレスか
ら急に涙がでることが多かったです。ストレスからくる突然の腹痛が少し見られましたが、現在は落ち着き、安定し
ています。そして脂肪が増えました。（太りました。）
２）通学・勉学状況：
私の通っている学校の留学生は自分が学びたい教科を７教科選択します。他の生徒達が１６教科あるのに対し７
教科は他の生徒と半分の時間も一緒に過ごせません。私が選択していない授業の時は大広間で学校から支給さ
れたドイツ語ワークを一人で勉強をしていました。毎日空きコマが大半を占める私の時間割は私が教室にほとん
どいないため他のクラスメイトとの距離は中々縮めるのが難しかったです。また多い時は５時間続けてある空き時
間、いつも他の子は授業なので一人でいる事しか出来ず、いつも孤独を感じて居ました。最初は寂しく、一人とい
うことに違和感を感じていましたが、「こんなものなのかも」と、一人でいることに慣れるよう言い聞かせていました。
でもやっぱりずっと一人は寂しく、先日私の中で溜まっていた何かが爆発し学校で涙が止まらなくなりました。学
校の先生に「もうこれ以上学校に居たくない、何も楽しくない」と泣きながら訴えました。学校側は対策を練ると言
ってくれていたものの全く変化が見られず、このままあと半年過ごしても何も変わらないだろうと思い「転校」する
ことにしました。
３）家庭生活：
今月の初めにホストチェンジが行われました。第一ホストファミリーとの別れはかなり名残惜しいものでした。です
が、次のホストファミリーとは家が近く車で５分の距離です。会おうと思えばいつでも会える距離と思っていたので
すが中々会えません…。新しいホストファミリーもとても優しく、いつも私を助けてくれます。学校のことで悩み相談
した時も、「じゃあ、一緒に新しい学校探しに行こう！」と言ってくれました。私がやりたいと言っていたダンスも探し
てくれたり、一緒に悩んでくれたり、私の良き理解者でいてくれます。ホストマザーはチェコ人ですが、もうこちらで
30年も過ごしているため、ドイツ語がとても流暢です。そんな彼女もかつてはドイツ語を勉強し習得したので、私
のドイツ語勉強のアドバイスや気持ちをわかってくれます。今回も私はホストファミリーに恵まれました。彼らと残
りの留学生活をともにするのが楽しみです。　　　　　　　　
４）ロータリーの行事参加：
今月は地区の行事がありませんでしたが、新しくオーストラリアからの留学生が私のホストロータリークラブに来
ました。彼らを迎えに空港に行った時は彼らのぎこちない初 し々さが半年前の自分と重なりました。 
 ５）その他：
今月から2020年が始まりました。こちらのお正月は日本のお正月からは想像出来ないほどあっけなく終わってし
まいました。大晦日はヨーロッパの伝統のお笑い番組を見ました（毎年同じで白黒のテレビ）大晦日の長い夜はゆ
っくりとした食事をするための特別な長く食べれる伝統料理が並び、年明けは家の周り全部で花火が上がってい
ました。みんなで外に出てその花火を見ながら大人たちはシャンパンを子供達はジュースを片手に乾杯します。
日本のお正月が恋しくてたまりませんでしたが、きっと今年しか体験できないヨーロッパのお正月はとても新鮮で
した。残りの冬休みは第一ホストファミリーとドイツを訪問しました。故郷がフランスとスイスに近いドイツの南に
位置する、フライブルクなのですが車で家から12時
間もかかりました。従兄弟や再従兄弟、おじいちゃん
にお婆ちゃん親戚にたくさん会うことが出来ました。
特にお爺ちゃん、お婆ちゃんは優しくいろんなケー
キやご飯を一緒に作りました。たったの3日でしたが
とても濃い思い出です。また学校については校長先
生と沢山お話をさせていただき、ホストロータリーク
ラブの方々にも了承を頂きました。校長先生がとて
も良心的な方で、「新しい校長先生に電話しておく
ね」と言ってくださいました。残りの半分の留学生活
もう言語面で悩む事はほぼ無くなりました。あとは
この残された時間をいかに楽しめるように自分を変
えて行くかが今後のカギになると思います。

7月19日に、地区の管理運営部門セミナーがZoomで行われました。

仲川聡会員が地区管理運営部門委員長として、請川かおり会員が、地区クラブ活性化・戦略計画推進委員会として参加

しました。

川口ロータリークラブは、増井千恵子会長と杉山直幹事が、参加しました。

180人前後の方が参加し、川口ロータリークラブでもZoomで

の例会やハイブリッド例会を推進していく上で、多人数での

Zoom会議は、大変参考になりました。

オンライン幹事報告

オンライン会場監督

オンライン卓話

派遣学生の斉藤美幸さんから月例報告が届きました。

●地区 ) 管理運営部門セミナー開催

●オンライン例会オフショット

※8月13日は休会になります。

8月27日　オンライン例会
会　場／
点　鐘／12：30～

地区)会員増強維持委員　岡村睦美会員
クラブ)会員増強･維持部門　篠田元一委員長

8月20日　定例会
会　場／ リリア11F 大･中会議室
点　鐘／12 : 30～

会報担当　大竹委員長

あいさつ 増井　千恵子

次回予定

次々回予定

いんふぉめーしょん

●オンライン例会

　

国際ロータリー第2770地区　
　　　　第11グループ

第2937回
2020年8月6日配布

No.04
WeeklyReport

Since1959

川口RC

●事務局
〒332-0012　川口市本町1-18-5 NTTビル1F
TEL 048-222-0124　FAX 048-222-0118
http://www.kawaguchi-rc.com
E-mail krc2770@plum.plala.or.jp 2020-21年度

会長:増井 千恵子　幹事: 杉山　直

川口ロータリークラブ／週報_No.6／表／A3／2018.08.20入稿


